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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜新患情報＞

・9/2（火）　石橋　玲奈様（20）　中野Dr　11：30来院

本人13歳時に両親が離婚。元々母親とは仲が悪かった。詳細は不明だが14歳時愛知県精神科（小児精神科）を受診し入院。1ヵ月後退院すると母親は怒り出し「もっと精神病患者のように　　　　

おかしくしていろ」等と罵倒、暴力を受ける事があった。15歳時「これまで迷惑を掛けた分働いて欲しい」等と言われアルバイトを開始し掛け持ちし、アルバイト料金は全て母親へ渡して

いた。16歳時意図的に精神患者のように演技し再入院。「ＭＤＩ」「パニック障害」「解離性障

害」「外傷性ｽﾄﾚｽ後遺症」と診断され奇妙な事を話したり、暴れたり、安定剤欲しさにわざと落

ち着かないふりをしたりしていた。17歳時退院となるがその後も母親からの暴力は続いた。

18歳時就職のため三重県へ単身にて転居。就職し寮生活開始するも職場内での人間関係に悩み

2ヶ月で退職し、交際していた男性と同居生活開始。H26.1月母が本人が仕送りしていたお金等を使い込んでいた事が発覚し信じる事が出来なくなり、疲労感が強く、人が怖くなり家から出る事が出来ず仕事もドクターストップされていた。どうしようも出来なくなり同居していた彼氏の頭を殴ったり、包丁で傷つけることがありH26.8月彼氏と別れ実家の八戸へ帰省。今回八戸市へ帰省し、通院継続の為当院受診予定となっている。
・9/2（火）　桜橋　惣吉様（80）　深澤Dr　10：00来院、11：00

S59年離婚。H14年頃に母が他界してからは単身生活。電話料金が未納になっていたが、請求書が来ていないと不満を話す事や食事を十分に摂れていない状態で体重が8ヶ月で7kg減少。H26.8.22在宅介護支援センターしもだ高橋氏から三女へ書類を探すが見つからず、自宅内が物で溢れている状態で単身生活が難しくなってきている為、介護保険の申請について勧められていた。月1回の公民館で行われている写真サークルに参加していたが、H26.7月頃からは毎日のように公民館を訪ねるようになる。上記状態からかかりつけ医である下田診療所より当センターを紹介され受診予定となっている。
・9/4（木）　原　大輔様（41）　馬渡Dr　11：00来院

八戸高等学校卒業後は慶応大学へ進学しているが進級できずに1年生を3回繰り返したことで不登校となり家に引きこもり、中退。Ｈ13年派遣会社に登録し家庭教師や塾の講師を行っている。初飲は18歳大学生。20歳の頃より飲酒機会が増え飲酒量増加。30歳より飲酒が習慣化。飲酒量が増加している事から親戚より精神科受診を勧められ嫌々ながらH26年マナクリニックを受診。“アルコール依存症”と診断を受け、自分で断酒をしようとしたが、2週間で再飲酒。その後は節酒していたが今回アルコール依存症について治療をしたいと考え当院受診予定となっている。

